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貴施設にご提案がございます。 貴施設の「かかりつけ薬局」に！ 

入所者さんのお薬を朝陽薬局に任せてもらえないでしょうか？  

朝陽薬局が考える理想の薬学的管理とは・・・ 

➀ 服薬アドヒアランスの向上。 

➁ 多剤併用に伴う副作用の未然防止。 

➂ 介助者に優しい各種「一包化」の実施。 

➃ 服用中の薬と疾患に関する医療情報の提供。 

➄ 夜間・休日問わず閉局中も処方せん応需を約束。 

です。 

 

それ以外に 

⑥ 飲み忘れた、飲み残した残薬の整理・廃棄。 

も申し付けて下さい。 

 

⑦ 貴施設の看護師・ケアマネと連携し、相互のコミュニケーションを心掛けます。 

⑧ その場で金銭授受なく、「掛け売り」対応します。 

 

➀ 服薬アドヒアランスの向上。に関して 

高齢者の服薬管理は極めて重要であります。 薬剤師が一包化しようとも最終的には、服薬介助者がいなけ

れば・・・結局薬は正しく飲めずに無駄になってしまうリスクが生じます！ 

如何にして服薬アドヒアランスを高めるのか？ 

それは、薬局と施設の協同作業に他なりません。 その協同作業の負担を少しでも軽減できるように処方せ

ん発行元それぞれの医師へ積極的に働き掛けます。 

例えば、服用剤数の減少、服用回数の簡素化、食前・食後の薬をまとめる等です。 
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➁ 多剤併用に伴う副作用の未然防止。に関して 

そのためには、現在のみならず過去服用していた薬を知る事が大切です。ですから・・・必ずお薬手帳ある

いは薬剤情報提供書などの copy の提示をお願いします。これも協同作業の一環であると考えます。 

当然、予見できない副作用もありますが・・・ 

「一元管理」と「継続管理」を実施する事で予防できる可能性を高めます。 

その理由はお察しの通り、他科（多科）受診の多さにあります。それを「ポリ・ファーマシー（多剤併用）」 

と呼びます。 

医師が専門化しておりますので、他科（多科）受診は仕方ないと考えます。しかしながら、それぞれ医療機

関の隣の薬局で調剤してもらっていれば「一元管理」と「継続管理」は困難で遠い話です。 

全ての処方せんを小薬局に FAX いただければお薬をお届けさせて頂きます。 

現在、小薬局には 2000 種類の保険薬剤を備蓄しております。更に医療用材料も取り扱っておりますのでご

一緒の購入も可能です。 

糖尿病患者が自ら血糖値を測定する SMBG 用チップも各種取り扱っております。 

 

 

 

 

 

 

 

上記のように 

最新の知見に基づき、医療情報の提供にも心掛けております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 
 

 

➂ 介助者に優しい各種「一包化」の実施。に関して、 

その際、『一包化』は不可欠であり、貴施設の要望に沿った薬袋印字を考えております。 

下段の一例をご覧下さい。これ以外にも、ご要望に応じてフォーマット作成いたします。 

 

最もシンプルな印字タイプです。 

 

患者名 

 +【用法】 

朝食後： ピンク（赤）マーカー 

昼食後： 黄色マーカー 

夕食後： 青色マーカー 

 +【錠数】 

９個、４個、４個など 

５個、３個、８個など 

ちなみに 

眠前（寝る前）：紫色マーカー 

を使用します。 

 

 

 

 

 

 

服薬アドヒアランスを高める為に 

月日（曜日）を印字します。 

 + 

患者名 

 ＋用法＋コメント 

 

 

印字パターンは各種あります。 

 

 

目の悪い方には、 

日（曜日）のみを大きく印字する 

事も可能です。 
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朝：ピンク色 

昼：黄色 

夕：青色 

寝る前：紫色 

 

でマーカーを引いてお渡しします。 

 

患者名 

 ＋ 

月日（曜日） 

 ＋ 

用法  

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一包化薬の中身が知りたいと考える 

介助者向きです。 

（薬袋を見ずとも正確な情報を！） 

薬剤名＋規格＋錠数 

が印字されます。 

最大４剤まで可能です。 

 

 

半錠の規格が存在しない場合は、良く「半分に割って」との指示もあります。 

 

 

その場合、割線に沿って 

良くある半錠で調剤した場合は 

こんな印字になります。 
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患者名 

 + 

用法 

 + 

コメント 

任意のコメントが印字可能です。 

本ケースは他科受診の薬をまとめた例。 

その他、「部屋番号を印字」する事も可能です！ 

 

 

 

ご自宅で療養されている方は、名前は 

要らないと言われるケースもあります。 

 

その場合、用法のみ印字しますが・・・ 

56 日分 pack したかどうか担保できま 

せんと薬局として失格です。 

 

通し番号を印字して担保と考えて 

おります。 

この場合、1/56～56/56 と右下段隅 

に印字されます。 

 

 

 

 

医療保険で認められている一包化の算定要件は、 

● 多種類の薬剤が投与されている患者においてしばしばみられる薬剤の飲み忘れ、飲み誤りを防止する。 

● 心身の特性により錠剤等を直接の被包から取り出して服用することが困難な患者に配慮する。 

等を目的とし、治療上の必要性が認められる場合に、医師の了解を得た上で行うものである。 

平易に言い換えれば 

・本人が薬の管理ができない。 

・手や指が不自由で、PTP から薬をうまく取りだせない。 

等の場合に限り、発行された処方せんの備考欄に医師の指示が必要です。 

その場合、1 週間（7 日）毎に 32 点（320 円×負担割）で一包化が可能です。 

上記の算定要件を満たさない場合は、自費（同額：7 日間で 320 円）で受け賜ります。 
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➃ 服用中の薬と疾患に関する医療情報の提供。 に関して 

最新の知見に基づく、医療情報を文書（記事）で提供します。 

TV で流れた「確か、○○が良いとそう言っていた。」等、不確実な情報は芳しくありません！ 

いつでも、文書（活字）で読み返す事ができる情報を copy してお渡しいたします。 

もし、透析（HD）中の方がいましたら・・・是非、お声掛けて下さい。 

小生は、JSDT【日本透析医学会の正会員】ですから、学会誌も常備しております。 

更に、患者会である「せんじんきょう（隔月発行で年 6 刊）も過去 2000 年からファイリングしております。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.cho-yo-yakkyoku.co.jp/publics/index/28/ 
スマホでも PC でもご覧になれますので・・・是非、見て行って下さい。 
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➄ 夜間・休日問わず閉局中も処方せん応需約束。 に関して 

自宅と薬局が同居している昔ながらの店舗兼住居タイプですから、いつでも TEL＆FAX 待っています。 

もし隣の薬局が夜間不在であったのなら、まず➀出勤（出動）。⇒➁調剤 ⇒➂配達 と時間を要しますが・・・ 

➀の出動時間を省く事が可能です。 

配達の条件は、なんと言っても Speedy が重要です。ですから、遠方の門前薬局よりも近所の薬局が一番で

す！ 

朝陽薬局が責任を持って対応できる範囲は下記の通り、周囲 1km しかお約束できません。 

 

 
 

まずは、往診医の定期処方ではなく、臨時に受診した際 
の処方せんを FAX 流して下さい。 
調剤対応（時間・精度・丁寧さ）をご評価願えれば 
幸甚でございます。 
 

 

⑥ 飲み忘れた、飲み残した残薬の整理・廃棄。に関して 

 

右にあるようなブラウンバッグに残薬を入れて薬局へ持参下さい。 

お薬を配達した際に、提出願っても結構です。 
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⑦ 貴施設の看護師・ケアマネと連携し、相互のコミュニケーションを心掛けます。に関して 

 

地域包括ケアシステムでは、医療職種間の連携が不可欠です。 

決して、薬剤師一人で全てが完結できる訳ではありません！ ただ、薬の専門家として、自覚と自信をもっ

て医薬品に関して何でも相談し易い環境を整え、お答えできる知識を備えたいと考えます。 

顔の見える薬局薬剤師を目指しておりますので、ご遠慮なく、TEL・メールで申し付けてくださいませ。 

 

⑧ その場で金銭授受なく、「掛け売り」対応します。に関して 

 

ご安心下さい。レジ POS システムならでは、容易に月末集金可能です（患者毎・施設毎）。 

 

 

処方せん調剤の流れ（案） 
入所者さんの外来日や往診日に合わせて発行された処方せんを朝陽薬局へ FAX 

 ↓ 

医師の処方せんに応じて調剤・一包化の実施。 

その際、安価な後発（ジェネリック）医薬品を選択して調剤いたします。 

 ↓ 

基本的に当日中にお薬をお届けいたします。 

その際、居宅療養管理指導費（503 単位）は請求しません。 

更に、薬剤服用歴管理指導料（38 点）も算定いたしません。 

 ↓ 

お届けした際に、薬と引き換えに処方せん原本を回収させて頂きます。 

↓ 

（お支払いが生じる入所者さんには掛売で対応します。月末締め切りで翌月現金・振込で結構です） 

 ↓ 

その他、「一包化」指示以外は、PTP 包装のまま薬袋へ ※ 

・ 「粉砕」指示の場合、OD 錠や散剤・DS を考慮の上で実施いたします。 

・ お薬手帳用シールは、無料で配布します。 

 

初回の『問診票』記載にご協力お願いします。 

 

請求に関して、 

・ 患者毎に月末〆にて請求書を発行し、後日領収書を発行する。 

・ 貴施設へは全員分をまとめた金額をお知らせする。 

 

 

※ ：『簡易一包化』のご提案 
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服用時点（朝、昼、夕、眠前など）で、薬袋を分け、その中に PTP シートのまま薬を入れます。 

毎食後 28 日分なら、朝 28 錠 昼 28 錠 夕 28 錠 となります。 
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医薬書籍も常備しております。ご自由にご覧下さい。貸し出しも OK！です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


